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「
地
方
の
時
代
」
の
幕
明
け
と
い
わ

れ
る
八
十
年
代
を
前
に
、
市
民
す
べ
て

が
幸
せ
な
日
々
を
す
ご
せ
る
よ
う
、
本

市
長
期
基
本
構
想
で
掲
げ
る
「
あ
た
た

の
完
成
と
ま
た
関
越
日
動
ト
引
退
問
恕
に

よ
り
ま
し
て
、
本
市
の
将
来
は
、
い

っ

そ
う
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
健
全
な
-
都
市
の
建
設
に

一
段
と

努
力
い
た
す
所
存

山
、
一
諸
問
習
ロ
山
1

・

7
H
M
E
・

:

・

で
ご
ざ
い
ま
す
。

」ノ

1
H附句
を

迎

え

て

こ
の
記
念
す
べ

・

・

l
i
l
J
J
-

1

可

1
4

、

き
年
を
新
し
い
次

代
へ
の
ワ
ン
ス
テ

ー
、

ッ
プ
と
し
て
、
よ

E
ヌ

り
豊
か
な
上
田
市

に
築
き
あ
げ
て
い

く
た
め
に
、
い
っ
そ
う
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
ね
が
い
申
し

あ
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

上
田
市
は
、
大
正

八
年
五
月

一
日
に
市

制
を
敷
い
て
以
来
、

今
年
で
六
十
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

e

輝
か
し
い
歴
史
と

文
化
を
誇
り
に
も
ち
、
先
人
の
英
知
と

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
基
盤
に
、
本
市
は
地

方
中
核
都
市
と
し
て
、
順
調
に
発
展
を

続
け
て
参
り
ま
し
た
。

上
岡
市
長

石

井

か
い
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」
を
目
標
に
、

調
和
の
と
れ
た
都
市

P

つ
く
り
に
ま
い
進

し
て
い
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
で
も
北
陸
新
幹
線

し、

つ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
市
議
会
と
い
た
し

ま
し
で
も
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
諸
事
業
の
実
現
に
つ
い
て
、

い
っ
そ
う
の
精
進
を
い
た
す
所
存
で
あ

り
ま
す
o

l
-
L
I
-
-
j
・
}

本
日
、
こ
の
記

Z
とつ
TJ
闘
時
制
旦

hz念
す
べ
き
日
に
当

・
4

，
置
、

M3.
、4

E
V

、
4

た
り
、
所
懐
の
-

端
を
述
べ
ま
す
と

、
ιト

Z品

λ
3

と
も
に
、

上
出
市

A
1
ι
俳

句

耳

制

作

の
前
途
を
祝
福
し
、

市
民
各
位
の
ご
健

勝
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

を
遂
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
先

人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
た
ま
も
の
と
深

く
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

近
時
、
わ
が
国
の
社
会
経
済
の
急
速

市
制
六
十
周
年
を

迎
え
る
に
当
た
り
、

上
田
市
議
会
を
代
表

い
た
し
ま
し
て
、
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

上
田
市
が
、
か
つ
て
市
制
を
施
行
い

た
し
ま
し
た
の
は
大
正
八
年
五
円
で
あ

り
ま
す
が
、
当
時
三
万
人
で
あ
っ
た
人

口
は
現
在
十
二
刀
人
を
超
え
、
東
信
地

肯
M

爪
町
市
刷
l
妙
協
同
組

w
古川
V
I
C
E-
b
グ

t
帯
川
印
刷
仙
川
川

h
o晶
花
匝
帆

上
岡
市
議
会
議
長

な
変
転
に
伴
い
、
地
域
社
会
を
取
巻

く
環
境
は
、
著
し
く
へ
ん
ぼ
う
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
中
1

市
に

わ
い
て
も
、

上
削
パ
イ
ハ
ス
、
北
陸
新
幹
線
、
間

枇
処

h
H
A
則
市
十
直
也
歩
H
o
h」
の
い
下
出
問
官
穴
山
党
に
前
向
、

b 

万上 1

三 田|主
面市|な
四市'JI!'
十施|き
~ : {丁 I~^ 01と
。人

以



り
ま
効
d
刀

1
望
.間
三
万
人
て
あ
て
だ
人
|

口
は
現
在
十

一
万
人
を
超
え
、

東
信
地

方
の
中
核
都
市
と
し
て
飛
躍
的
な
発
展

つお
り
ま
A
E
'
ヵ

当
H

巾
に
お
い
て
も
、

上
山
パ
イ
ハ
ス
、
北
陸
新
幹
線
、
関

越
自
動
車
道
告
と
の
M
l

期
実
現
に
迫
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上の写真とほぼ同じ位置で撮った現在の松尾町通り。
時の流れがひしひしと感じられる。

主
な
で
き
ご
と

上
田
市
制
施
行
。
人
口
三

万
二
百
四
十
七
人
。

城
下
村
合
併
。
人
口
三
万

六
百
人
。

上
水
道
完
成
。

鉄
骨
の
上
田
橋
完
成
。

上
田
公
園
二
の
丸
橋
完
成
。

市
営
陸
上
競
技
場
完
成
。

市
営
野
球
場
完
成
。

鉄
骨
の
大
屋
橋
完
成
。

上
田
城
築
城
三
百
五
十
年

祭
開
催
。

上
田
城
跡
、
文
部
省
の
史

跡
指
定
受
け
る
。

木
の
古
舟
橋
完
成

(二
年

後
流
失
)。

米
占
領
軍
、
上
田
鐘
紡
工

場
に
進
駐
。

六
・

三

・
三

・
四
制
の
新

学
制
実
施
に
よ
り
、

六
小

学
校、

三
中
学
校
発
足
。

上
田
城
南
北
や
ぐ
ら
復
元

完
成
。

上
田
駅
改
築
完
成
。

第

一
次
上
水
道
拡
張
工
事

完
成
。

川
辺

・
塩
尻
村
合
併
。
人

口
五
万
四
百
五
十
二
人
。

長
野
上
回
間
国
道
舗
装
工

事
完
成
。

神
川
・

泉
田
村
合
併
。
人

口
五
万
九
千
三
百
七
十
七
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写
真
右
一
明
治
引
年
、
鉄
道
が
開
通
。

写
真
は
開
通
当
時
の
上
回
停
車
場

(
現
上
田
駅
)
。

こ
の
開
通
に
よ
り
駅
前
に
新
し
い

町
ハ
天
神
町
)
が
で
き
ま
し
た
。

写真左:昭和25年、上田駅が改築完成し現在の

姿となりました。

写真下:国鉄の電化促進により、昭和39年信越

線も見なれた蒸気機関車 (右)が姿を

消しました。

(左)はl現在、走っている特急電車。

九区 llt ~!!正'

可

i

n
u

q
J

1
i
 

32 

3 

q
d
 

3
・
4

守，
，

q
J
 

q
d
 

ハU

qu 

4
・

円

L

ワ
4

4
・

44 43 

9 10 10 

6
・
4

47 

7 10 

0
0
 

4

.
4
 

8 

人
。

市
立
で
初
の
東
部
保
育
園

設
置

(現
在
二
卜
ヒ
園
)。

泉
田
の
小
泉
部
落
が
分
市

し
て
川
西
村
へ

。
人
口
五

万
七
千
八
百
八
十
六
九
人
。

神
科
村
合
併
。
人
口
六
万

四
千
二
百
五
十
九
人
。

豊
殿
村
合
併
。
人
口
六
万

九
千
二
百
九
十
二
人
。

産
業
道
路
新
設
工
事
完
成
。

国
道
百
四
十
四
号
線
バ
イ

パ
ス
完
成
(
上
川
原
柳

|

神
科
間
)。

市
庁
舎
現
在
地
に
新
築
移

転
。

公
共
下
中
小
道
事
業
着
工
。

第

一
次
卸
団
地
完
成
。

市
制
施
行
五
十
周
年
記
念

祝
賀
式
行
う
。

塩
田
町
合
併
。
人
口
九
万

二
千
七
十
九
人
。

新
上
田
橋
完
成
。

公
共
下
水
道
の
浄
化
セ
ン

タ
ー
完
成
。
一

部
供
用
問

ム
口
。

'h
u
F
 

第

一一
回
上
回
わ

っ
し
ょ
い

行
ソ
っ
。

川
西
村
合
併
。
人
口
十
万

二
千
九
十
三
人
。

新
大
屋
橋
完
成
。

信
油
国
分
寺
史
跡
公
園
完

山吹
。

6 



内現
上
田
駅
)
。

こ
の
開
通
に
よ
り
駅
前
に
新
し
い

町

(天
神
町
)
が
で
き
ま
し
た
。
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写真右 :大正14年 7月、鉄骨の上田

橋が完成。

右手に明治23年に架けられ

た赤レンガの上田橋が見え

る。

写真中 :昭和14年 6月、木の古舟橋

が完成しましたが、二年後

の洪水で流失しました。

写真右下 :昭和45年10月、交通渋滞

解消を願って 3代目の上田

橋が完成しました。

写真左下 :昭和49年 5月、古舟橋が

完成、50年 6月には取り付

け道路か、全面開通しました。

日
・

9
一
上
田
市
長
期
基
本
椛
恕
お

一
{疋
o

u
一
第
-
-次
卸
同
地
笠
備
J
Y
業

一
完
成
。

一
第

一
川
部
落
差
別
を
な
く

一
す
市
民
大
行
動
実
施
。

一
老
人
の
た
め
の
明
る
い
ま

一
ち
、
つ
く
り
推
進
事
業
の
指

一
定
受
け
る
。

一
北
陸
新
幹
線
上
田
駅
誘
致

一
期
成
同
盟
会
発
足
。

市
自
然
運
動
公
園
者
工
。

第

一
期
公
共
下
水
道
処
理

施
設
完
成
。

重
度
身
体
障
害
者
授
産
施

設
「
上
田
し
い
の
み
園
」

開
園
。

市
自
然
運
覇
公
園
の
流
水
、

ス
ラ
イ
ダ
ー
フ
l
ル
な
ど

完
成
。

人
口
十

一
万
人
達
成
。

本
庁
、
各
支
所
聞
の
模
写

電
送
装
置
始
動
。

市
道
別
所
越
戸
線
開
通
。

市
初
の

二
階
建
て
東
部
保
一

育
園
完
成
。

県
立
上
国
益
護
学
校
開
校
。

市
自
然
運
動
公
園
の
五
十

メ
ー
ト
ル
競
泳
フ
|
ル
完

成。上
田
市
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ

ー
完
成
。

一一一一一一ーー
可
E
ム

ヴ

f

ph
v
 

52 

1 

日

・
4

A
斗
・

司
E
A

「ひ

一

寸寸
t

j

l

l

a

/

一

6
一
新
大
い
団
長
岡
完
成
。

一

8
一
一
日
混
同
分
寺
史
跡
ム
同
完
一

『
い

νへ。

~
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ロ
同
開

土
￥
宇広臼

可
月
物

2
亜

開
…
酬
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
立
小

・
中

間
引
学
校
の
給
食
施
設
に
つ
い
て
、
単
独
調

」
、

理
方
式
、
共
同
調
理
方
式
な
ど
の
あ
り

一
方
を
審
議
し
て
い
た
だ
く
た
め
「
上
田

一
市
立
小
・
中
学
校
給
食
施
設
改
善
審
議

一

会

(
会
長
小
林
富
治
郎
さ
ん
)」
を
設
置

号
し
、
二
月
七
日
に
諮
問
を
し
ま
し
た
。

腕

同

審

議

会

で

は

、

十
数
回
の
会
識
を

第
重
ね
、
こ
の
間
、
他
市
町
村
の
施
設
視

戸

車
、
各
方
面
か
ら
意
見

t
m
(
tど
の

えつ

審
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
十
月
八
日
、
市
教
育
委

員
会
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
答
申
を
し

ま
し
た
。

「
上
田
市
に
お
け
る
小
・
中

学
校
の
給
食
施
設
は
、
中
規
模
の
給
食

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
共
同
調
理
方
式
が
適

当
で
あ
る
。
た
だ
し
、
単
独
調
理
方
式

を
適
当
と
す
る
意
見
も
最
後
ま
で
残
つ

私ん
」。，m給

料
吉
開
示
官
民

R
A
帥
訴
で
は
、
こ
の
宜
ロ
自
制
1
9
E

日
日
出
午
後
1
時
オ
ー
プ
ン

ふ
ま
え
て
今
後
、
具
体
的
な
施
策
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

審
議
会
で
は

小林審議会会長から答申書を受ける志摩教育委員長

こ
ん
な
意
見
が

答
申
が
出
る
ま
で
の
審
議
意
見
内
容

は
、
お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
衛
生
管
理
、
栄
養
管
理
、
建
設
費
、

輸
送
時
聞
な
ど
を
検
討
し
た
結
果
、

意
見
の
大
半
は
、
小
学
校
二
か
所
、

中
学
校
一

か
所
の
中
規
模
の
給
食
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
共
同
調
理
方
式
に
集

中
し
ま
し
た
。

マ
小
・
中
学
校
混
合
で
三
か
所
設
置
す

る
意
見
、
千
曲
川
を
は
さ
ん
で
小

・

中
学
校
混
合
で
こ
か
所
設
置
す
る
意

見
も
で
ま
し
た
。

マ
大
規
模
給
食
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
全
校

自
校
方
式
の
意
見
は
出
ま
せ
ん
で
し

た。
マ
小
学
校
の
う
ち
、
老
朽
化
の
著
し
い

学
校
を
対
象
と
し
て
、
ま
ず
旧
市
側

に
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
つ
い
で
現

給
食
セ
ン
タ
ー
の
移
転
改
築
を
行
う
。

城
下
、
塩
田
、
川
西
地
区
に

つ
い
て

は
、
通
学
区
域
の
再
編
制
と
の
関
連

も
あ
る
の
で
、
そ
の
具
体
化
の
時
点

で
検
討
す
べ
き
だ
と
の
意
見
も
で
ま

し
た
。

マ
学
校
給
食
は
そ
の
設
置
方
式
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
運
営
の
内
容
が
問
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
セ
ノ
タ
ー
に
は

保
護
者
の
代
表
者
を
加
え
た
運
営
審

退
揖
ふ
お

b
E抗
日
凶
川
、
品
子
除
以
仏
柘
ゐ
且

m円
ル
は
韮
ロ
{
問

上
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
に
意
見

を
の
べ
る
も
の
と
す
る
と
い
う
、
全

員
一
致
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
給
食

問
題
の
経
過

当
市
に
お
け
る
学
校
給
食
問
題
は
、

長
い
間、

み
ん
な
の
論
議
を
呼
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
の
経
過
を

た
ど

っ
て
み
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
三
月
定
例
市
議
会
で
、

当
時
の
小
山

一
平
市
長
は
、
市
内
十
小

学
校
を
対
象
と
し
た
八
千
食
の
給
食
を

つ
く
る
セ
ン
タ
ー
を
、
北
小
学
校
敷
地

内
に
建
設
す
る
予
算
を
提
案
し
、
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
建
設
に
は

同
校

P
T
A
の
反
対
陳
情
が
あ
り
、

一

方
、
議
会
で
は
行
政
視
察
の
結
果
、
給

食
セ
ン
タ
ー
は
大
型
が
い
い
と
い
う
意

見
が
大
勢
を
し
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
情
勢
の
変
化
か
ら
、
同
年
九
月
に
は

先
に
議
決
さ
れ
た
工
事
予
算
額
を
減
額

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
の
小
山
市
長
の
説
明
は

「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
工
事
費
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
建
設
を
見
送
る
こ
と
と

し
、
今
回
、
議
決
予
算
全
額
を
減
額
い

た
し
ま
す
が
、
今
後
、
学
校
教
育
の

一

環
と
し
て
の
教
育
施
設
の
重
要
性
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
早
期
に
建
設
の
は
こ

び
と
な
る
よ
う
惜
別
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

4
、
爪
町
仏
俗
民
、
中
市
巾
阜

unuv
和
史

1
h
u
n，
、

J

中
山
則
市
川
下

十
一
月
十
一
日
間
か
ら
の
使
用
時
間

は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で

す
が
、
ス
タ
ー
ト
の
受
付
け
は
、
午
後

上
越
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
も

長
か
ら
石
井
市
長
へ
の
引
継
書
に
は
「
四

十
八
年
度
建
設
を
計
画
し
た
給
食
セ

ン

タ
ー
は
、
場
所
、
規
模
な
ど
の
問
題
で

見
送
り
と
な
っ
た
の
で
、
今
後
、
早
期

に
問
題
解
決
を
図
り
、
セ
ン
タ
ー
建
設

を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ

り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
年
九
月
に
策
定
さ
れ
た
長

期
基
本
構
想
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
「
現
セ
ン
タ
ー
や
各
校
の
施

設
は
老
朽
化
し
、
雑
排
水
処
理
な
ど
多

く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
こ
の
解

決
に
は
、
市
内
二
十
四
校
の
中
心
的
場

所
に
給
食
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
チ
供
の
成
長
段
階
に
応

じ
た
栄
獲
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
二
一
コ

ー
ス
制
の
き
め
細
か
い
調
理
が
で
き
る

よ
う
配
慮
す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
市
や
教
育
委
員
会

で
は
研
究
が
進
め
ら
れ
、
市
議
会
に
お

い
て
も
活
発
な
論
議
が
か
わ
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
一

方
、
市
民
か
ら
は
、
大
規

模
給
食
セ
ン
タ
ー
設
立
反
対
の
陳
情
作
品
口

や
署
名
簿
が
、
市
や
議
会
に
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
打
開
す
る
た
め
、

昭
和
五
十
二一
年
九
月
、
石
井
市
長
は
「
過

去
の
経
緯
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

広
く
各
方
面
の
意
見
を
聞
き
た
い
」
と

し
て
、
小
中
学
校
給
食
施
設
改
淫
審
議

会
条
例
を
議
会
に
提
案
し
、
昭
和
五
十
四

年
二
月
、
上
山
市
立
小
・
中
主
校
給
食

施
設
改
斧
審
議
会
が
、
委
ハ
川
:
卜
丘
名

号、

sp

守

μ
F・
日
生
色
久

l:
，，

T



同
審
議
会
で
は
、
十
数
回
の
会
議
を

第
重
ね
、
こ
の
問
、
他
市
町
村
の
施
設
視

r

a

F
、
各
方
面
か
ら
意
見
を
聞
く
な
ど
の

た を
市 L3 適
教 当
育 と
委 す
員 る
ム 宣言

で 見
はも

最
こ後
のま
答で
申残
を つ

口
干
勺

円

4
A
U
 

n白第一
市
民
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ

一

エ
l
シ
ョ
ン
の
総
合
施
設
と
し
て
、
五

〉
十
六
年
完
成
を
目
指
し
て
い
る
「
上
田

抑
制
市
自
然
運
動
公
園
」
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ア

翻
ス
レ
チ
ッ
ク
が
完
成
、
十
一
月
十
日

ω

伽
滑
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

昭
第だ

ω日
出
午
後

1
時
オ
ー
プ
ン

〈当
分
の
間
無
料
開
放
〉

十
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
完
成
式
典

を
行
い
、
午
後
一
時
か
ら
無
料
開
放
し

ま
す
。
な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
フ
ィ

ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
広
く
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
当
分
の
問
、
無

料
で
開
放
し
ま
す
。

¥ 

¥ 

、、
¥
 

ー‘』

¥ 

_，.句h

，、ふ.、

30ポイント目の上田紬渡り

上田の特長を出すため、種目を上田の観光、上田城
上田の伝説などのブロックにわけであります。

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
に
は

保
護
者
の
代
表
者
を
加
え
た
運
営
審

議
会
を
設
け
、
学
校
給
食
の
改
善
向

び
と
な
る
よ
う
格
別
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
市
長
が
変
わ
り
、
小
山
市

十
一
月
十
一
日
聞
か
ら
の
使
用
時
聞

は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で

す
が
、
ス
タ
ー
ト
の

受
付
け
は
、
午
後

三
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す。

き
ま
り
を
守
っ
て

楽
し
く
遊
ぼ
う

フ
ィ

ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
y
ク
は
、
子

供
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
に
合
わ
せ
て
楽
し
め

る
も
の
で
す
。
次
の
注
意
事
項
を
{
寸
り

#
ナ
し
ょ
'
フ
。

O
思
い
き
り
体
を
動
か
せ
る
よ
う
に
、

楽
な
服
装
で
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

O
ス
タ

ー
ト
前
広
場
に
管
理
棟
が
あ
り

ま
す
。
必
ず
受
付
け
を
し
て
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

O
酒
気
お
び
の
人
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

O
小
学
生
以
下
の
皆
さ
ん
は
、
大
人
と

一
緒
で
な
い
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

O
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
二
人
以
上
で

な
い
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

O
必
ず
、
種
目
番
号
順
に
運
動
し
ま
し

レ
A
F
Aノ
。

O
あ
な
た
自
身
が
採
点
者
で
す
。
あ
な

た
の
誇
り
と
名
誉
に
か
け
て
、
正
し

い
得
点
を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

今
、
フ
ィ

ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ

ー
ス
の
ま
わ
り
で
は
、
遊
歩
道
、
運
動

広
場
な
ど
各
種
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
を
す

る
と
と
も
に
指
示
以
外
の
場
所
に
は
行

か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

1

1

i

t
5

日
1

4

[

年
二
月
、
上
田
市
立
小
・
中
学
校
給
食

施
設
改
善
審
議
会
が
、
委
員
司
一
十
五
名

を
も
っ
て
発
足
し
た
の
で
す
3

上
越
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携
も

〈調
印
式
は
刊
月
5
日
何
市
役
所
〉

こ
の
た
び
、
鎌
倉
市
、
出
石
町
に

加
え
て
、
上
越
市
と
も
姉
妹
都
市
提

携
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
参

考
に
上
越
市
の
概
況
な
ど
を
簡
単
に

紹
介
し
ま
す
。

上
越
市

(
新
潟
県
)

人
口
十
二
万
余
人
、
臨
海
工
業
地

帯
と
し
て
、
重
化
学
工
業
の
発
達
が

め
ざ
ま
し
く
、
ま
た
高
田
平
野
は

H

米
ど
こ
ろ
H

と
し
て
有
名
。

人
権
擁
護
委
員
に

新
た
に

五
名
の
皆
さ
ん
委
嘱

人
権
擁
護
委
員
に
次
の
五
名
の
皆

さ
ん
が
、
十
月
一
日
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

砥
石
種
次
さ
ん
(
緑
が
丘
二
、
飯

島
英
子
さ
ん
(
築
地
)
が
再
任
、
田

口
玲
さ
ん
(
中
央
六
)
、
坂
井
太
賀

美
さ
ん
(
常
田
二
)
、
小
出
一
則
さ
ん

(
中
音
田
)
が
新
任
で
す
。

ほ
か
に
次
の
七
名
の
皆
さ
ん
が
す

で
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

横
山
勇
司
さ
ん
(
仁
古
田
)
、
坂
田

上
田
市
と
の
歴
史
的
つ
な
が
り
は
、

今
か
ら
三
百
九
十
年
ほ
ど
昔
、
上
田

城
に
お
い
て

H

上
田
合
戦
H

が
行
わ

れ
た
時
、
上
田
城
主
真
田
昌
幸
は
春

日
山
の
上
杉
景
勝
に
援
助
を
願
い
、

越
後
の
軍
勢
が
、
上
田
城
に
入
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
市
小
学
生
の
修
学
旅
行

の
地
、
市
民
の
海
水
浴
の
地
と
し
て

昔
か
ら
な
じ
み
の
深
い
都
市
で
す
。

堅
こ
さ
ん
(
大
屋
)
、
清
水
幹
崇
さ
ん

(
岩
門
)
、
小
泉
義
雄
さ
ん
(
上
小

島
)
、
若
山
箕
嘉
九
さ
ん
(
奈
良
尾
)
、

朝
日
松
司
さ
ん
(
千
曲
町
)
、
小
池
恭

平
さ
ん
(
手
塚
)

掛
川
嘉
憲
さ
ん
は
三
十
七
年
五
月

か
ら
十
七
年
間
、
上
原
好
人
さ
ん
は

四
十
八
年
一
月
か
ら
六
年
間
、
久
保

田
良
明
さ
ん
は
五
十
一
年
七
月
か
ら

三
年
間
そ
れ
ぞ
れ
お
つ
と
め
い
た
だ

き
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
人

間
と
し
て
の
権
利
や
自
由
が
尊
重
さ

れ
、
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



プ
ロ
パ
ン
の

価
格
情
報
を
提
供

口。nH 
山
こ
の
と
こ
ろ
、
灯
油
な
ど
の
供
給
状

伴
態
は
か
な
り
落
ち
つ
き
を
み
せ
て
い
ま

柿
す
が
、
こ
れ
か
ら
需
要
期
に
向
い
、
消

附
貨
品
も
増
加
す
る
た
め
、
市
で
は
冬
期

一

対
策
と
し
て
重
点
的
に
、
灯
油
な
ど
の

一

「
安
定
供
給
」
「
価
格
安
定
」
の
両
面

一

に
わ
た
り
、
業
界
へ
の
協
力
依
頼
と
対

一

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

だ

こ
の
一
環
と
し
て
、
例
年
実
施
し
て

・え

い
る
灯
油
、
プ
ロ
パ
ン
の
協
力
庖
販
売

価
格
を
、
十

一
月
一
日
か
ら
来
年
二
月

-っ

末
日
ま
で
、
表
①
の
よ
う
に
広
報

「う

報

え
だ
」
に
掲
載
し
て
、
購
入
時
の
情
報

広

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

一

こ
れ
は
、

価
格
動
向
の
結
果
か
ら
灯

一

油
、
プ
ロ
パ
ン
の
安
値
販
売
庖
を
情
報

町
別
協
力
庖
に
依
頼
し

H

実
際
に
販
売
さ
れ

2
S
 

則
一
朝
て
い
る
価
格
H

を
お
知
ら
せ
し
て
、
消
費

企
更

時
一
向
者
の
皆
さ
ん
が
購
入
す
る
際
の
目
安
に

開
削
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

ベ

皆

さ

ん

も

、
で
き
る
だ
け
共
同
購
入

一

や
現
金
買
い
を
し
で
安
値
購
入
に
努
め

一

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
暖
房
器
も
使
い
方

一

次
第
で

一
シ

ー
ズ
ン
に
大
変
な
量
が
節

号
約
で
き
ま
す
。
表
②
は
一

例
で
す
が
、

円
〆
』別

使
用
方
法
に
注
意
し
、
限
り
あ
る
資
源

第

ρ
節
約
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

/
 

灯
油

• 

五
%
の
石
油
節
約
が
で
き
れ
ば

供
給
面
は
問
題
な
い

過
日
、
市
で
開
催
し
た
民
生
、
産
業
、

農
業
の
各
燃
料
用
石
油
利
用
者
代
表
と

販
売
庖
代
表
と
の
灯
油
な
ど
の
需
要
安

定
の
た
め
の
懇
談
会
で
も
、
双
方
か
ら

(11月5日以降)

{直

1，080円

11，500円

2，000円

1，050円

l，725円

借)フロパ ンの場合、県内では 5m'を10.37kgで計算。

販売価格に変動があった場合は広報「うえだ」でお知らせします。

高f直

980円

990円

10，800円

灯油、プロパン情報協力庖販売価格

安

E員

達

達

イ立

自己

自己

庖

5 rn' 

182 

2002 

単

J由

名

プロノf ン

表①

!T 

~ 802号ーー

F供の生活

育す る親であ

冬
期
の
灯
油
対
策
に
つ
い
て
の
意
見
が

多
く
出
ま
し
た
が
、
当
面
の
目
標
で
あ

る
五
%
の
石
油
節
約
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、

供
給
面
に
お
い
て
は
問
題
な
い
だ
ろ
う

と
業
界
で
は
み
て
い
ま
す
。

ま
た
、
転
勤
家
庭
な
ど
、
灯
油
の
購

入
実
績
の
な
い
家
庭
の
購
入
不
安
に
対

し
て
は
、
皆
さ
ん
が
ス
ム
ー
ス
に
購
入

で
き
る
よ
う
業
界
に
お
願
い
し
ま
し
た

が
、
購
入
の
際
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
生
活
交
通
課
生

活
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
(
宮
⑫
四

一

0
0内
線
二
七
七
)

の

節約可能量

140万本

ドラムカン

ドラムカン

350万本

国全l世帯当り

節約可能額

5，683円

1，220円

暖房器の使用節約例

1世帯当り

節約可能量

灯油

202 

932 

灯油

lTi自温風暖房器を灯油

曜房温度(;j:19.C以下に

節約の内容 (例)

λトー7に変える。

表②

する。

約
千
四
百
人
の
市
民
が

地
震
体
験
車
に

十
月
六
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
、
市

内
の
小
学
校
や
日
曜
広
場
で
、
地
震
体

験
車
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、

地
震
を
体
験
し

て
も
ら
い
、
地
震
に
対
す
る
知
識
な
ど

を
得
て
も
ら
お
う
と
市
が
県
か
ら
借
り

て
行
っ
た
も
の
で
、
約
千
四
百
人
の
皆

さ
ん
が
地
震
体
験
車
に
の
っ
て
、
地
震

の
恐
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

「
家
の
中
に
い
て
、
急
に
あ
ん
な
大

き
な
地
震
が
お
こ
っ
た
ら
ど
う
し
よ

う
」
と
、
み
ん
な
は
新
た
め
で
地
震
の

す
ご
さ
を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

の
し
ゅ
ん
工
式
に

小井田獅子保存会の皆さんによる獅子舞い

獅
子
舞
い
奉
納

十
月
二
H
、
上
田
市
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
の
し
ゅ
ん
工
式
が
行
わ
れ
、

地
元
小
井
田
獅
子
保
存
会
の
皆
さ
ん
に

よ
り
、
獅
子
舞
い
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
獅
千
舞
い
は
、
正
月
や
地
元
の

お
宮
の
春
ま
つ
り
な
ど
に
行
わ
れ
る
も

の
で
、
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
す
ば
ら
し

い
舞
い
に
、
会
同
怖
か
ら
わ
し
み
を
川
納

'
牛
'
U
V
証抗
1
4
J
ふ
れ

+
Z
l
i
》
&
に
。



「長野県心身障害者 「

」ー扶養共済制度に加入しようJ
〈制度のしくみ〉

「自分に万ーのことが起きたとき、残された子供の生活は

どうなるのだろう」という不安は、障害者を養育する親であ

れば誰もが一番心配になることてもす。

この悩みを解決するために「長野県心身障害者扶鋒共済制

度」があります。この制度は障害者を養育する保護者がおE
いに掛金を出し合い、保護者が死亡したときあ るいは働けな

えなったとき(廃疾)、残された障害者に年金を終身支給しよ

うというものです。

〈制度の改正〉

昭和54年 10月 4日から

・加入時年齢が65歳に引き上げられました 0

・ 2口加入ができるようになりました。

〈加入資格〉

1 )県内に住所を有するもの

2) 65歳未満のもの

3 )心身に障害のあるものを扶養する健康な保誰者(配偶者、

父母、兄弟姉妹、親族など)

〈心身障害者の範囲〉

1 )精神薄弱者

2 )身体障害者で l級 -3級までに該当する障害のあるもの

3 )精神または身体に永続的な障害(脳性マヒ・進行性

症など)のあるもの

〈掛金納付の特典〉

1 )加入者の所得状況により掛金が次のとお、り減額されます

減 額 要 件 |減額 率

活 保護世帯 8/10

民税非諜税世帯 5/10

均等割lのみ世帯 3/10

2人以上の附討を年金給付の対象とする加入者 3/10

2) 20年以上継続して加入し、かつ、加入者が6δ歳以上に

ると掛金が全額免除されます。

3 )税法上、掛金は小規模企業共済等掛金控除とし τ、

控除の対象となります。

〈保険の種類〉

・基本保険と付加保険の二種類があります。

・付加保険への加入は、基本保険に加入してい ることが

です。

〈給付金〉

r 第 802

..;) f~受約
節用で
約方き
に法ま
努にす:
め注 ν

ま意妻
しし包〕
よ、(;1:

う限一
。り f9U

あで
るす
資が
源

だ一一一(問活協針) 第 802号、えつ一(9)一一一昭和54年11月1日 広報

生

県

2，577円

323円

54年10月17日

長野県最低賃金は、公労使各委員からなる長野

地方最低賃金審議会において、慎重に調査、審議

され、決定された金額で、これ以下の額で労働者

を雇用しではならないというものです。

長野県最低賃金のほかに、それぞれの業種別に

最低賃金がありますが、適用される最低賃金は、

長野県最低賃金と比較して高い方の金額となりま

す。

60歳になる前に会社などを退職したら、その翌

民年金に加入しましょう。加入すると今

までの年金と国民年金の被保険者期聞がつながり、 正

将来通算老齢年金が受けられます。~

相談、手続きは、市役所国保年金課国民年金係か t
各支所でしてくださしミ。

お問合せ〉国保年金謀国

線284有線②0711)

(一均一時)，^ 1̂ 

< 11月15日同〉 ! 
(鍋もの用材料)

広島産かき 30句 1袋 400円位 i 
三陸直送一塩 「まだらJ 100g 55円位 i 
市内産直協力庖

(問、 1月の産直デーは休みます) ! 

くらしを守るあなたの国民年金

⑧ 

会社などを退職したら国民年金に加入しよう

長野県の最低賃金
日 額

時間額

実施時期

第27岡産直デー

目

①

②

扱

品

取

お
ん
畠
の
春
ま
つ
り
な
ど
に
行
わ
れ
る
も

の
で
、
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
す
ば
ら
し

い
舞
い
に
、
会
場
か
ら
む
し
み
を
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

金 I~U入者が死亡又は療疾とな っ
Jニとき

弔慰金|加入期間が 1年以上で障害者
|;が加入者より先に死亡したとき

〈掛金〉

・45歳未満で基本保険に加入した者の場合は

金表 1Jの年齢区分により、その年齢に透したとき

掛金が変わります。

・45歳以上で基本保険に加入した者および付加

加入者の場合は〔基本掛金H・加算掛金田〕の加入

の年齢により掛金が固定します。

・付加保険加入者は、基本掛金+加算掛金を納入す

ことになります。

くお問合せ〉 福祉事務所福祉課(宮⑫ 4100内線373有線笹川791)

付加保険加l入者となったH干の 力11算掛金

年齢区分 同 官H

35歳未満の者 1.4∞f'j 

35議以上40歳未li閣の者 1.900円

40歳以上45局長 ぞシ 2.600ドl

45~以 j-.50員長 " 3.2∞f'l 

50局長以上55綾 。 4.1oofTj 

55議r.u-.60局長 。 5.300ドl

~笠UJ-.65歳 シ 6.8∞f"j 

加算掛金

目 {付加l保険加入省に係る刷lil掛金)



だ 昭和54年11月1日一一一一間一

お知らせ

:10月17日、ミス和歌山など和歌山市の観光

:宣伝隊が市役所を訪れました。(写真)

:この後、上田駅前でミ力ンを道行く人に配

:り和歌山のPRをしました。

は
し
か

えつ報
は
し
か
の
予
防
接
種
を
次
に
よ
り
行

広

い

ま

す

。
今
ま
で
に
「
は
し
か
」
に
か

一

か

っ
た
り
、

以
前
に
こ
の
予
防
接
種
を

一
受
け
た
子
供
さ
ん
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

わ
な
お
料
金
は
無
料
で
す
。

誠一

〈対
象
者
〉

刑
制

1
、
五
十
二
年
十

一
月

一
日
か
ら
五
十

臨
三
年
凪
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

J
¥

子
供
さ
ん
。

一

2
、
六
歳
未
満
の
子
供
さ
ん
で
、
い
ま

一
ま
で
実
施
し
た
機
会
に
で
き
な
か
っ

一
た
子
供
さ
ん
。

号

〈実
施
期
間
・
場
所
〉

脱

十

一
月
十
二
日
聞
か
ら
同
三
十
日
閣

第
ま
で
に
、
子
供
さ
ん
の
健
康
状
態
の
良

〆

い
日
μ
合
ゐ
Z
'
h仰
併

¥
τ
l事
併
の
釆
宮
醤
山
p
d
岳
山

amw瞳開

-----E
・E
・---Ez---EBEBEE--Etalli--1EBEBEE--

~

食
品
に
含
封
村
て
以
否
鉄
分
は
、
吸

口可

収
さ
れ
や
す
い
の
で
、
多
く
と
る
よ

匂
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

8

2
、
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
乃
食
品
を
と の

予

防

接

種

聞
の
う
ち
、
ふ
だ
ん
か
か
り
つ
け
て
い

る
所
へ
事
前
に
電
話
な
ど
で
連
絡
し
て

か
ら
受
け
て
く
だ
さ
い
。

(受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん
〉

ー
、
種
痘
、
急
性
灰
白
髄
炎

(小
児
マ

ヒ
)
、
風
し
ん
な
ど
の
予
防
接
種
を
受

け
て
か
ら
、

一
か
月
以
上
経
過
し
て

い
な
い
子
供
さ
ん
。

2
、
発
熱
、
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害

の
あ
る
子
供
さ
ん
。

3
、
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
疾
患
、

肝
臓
疾
患
の
増
悪
期
、
ま
た
は
活
動

期
に
あ
る
子
供
さ
ん
。

4
、
卵
や
食
物
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
を

起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
w
l
い
タ
9
7
T
他
い
員
、
J

九
。

像
、
中
尉
お
よ

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

2
、
旧
軍
人
な
ど
の
加
算
年
の
年
額
計

車
ニ
ケ
ナ

5
戸

E
P
E
r
ド
長
日

5
、
注
射
に
よ
る
異
常
な
副
作
用
を
起

こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
さ
ん
。

6
、

一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
の
症
状
を

起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
さ
ん
。

7
、
ガ
ン
マ
ー
グ
ロ
プ
リ
ン
の
注
射
を

受
け
た
子
供
さ
ん
。

8
、
そ
の
他
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が

不
適
当
な
状
態
に
あ
る
子
供
さ
ん
。

〈持
っ
て
い
く
物
〉

ー
、
送
付
し
た
通
知
書
(
必
ず
問
診
票

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
)
。
前
回
の
対

象
者
で
未
接
種
の
子
供
さ
ん
は
、
前

回
通
知
し
た
問
診
票
へ
記
入
の
う
え

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
紛
失
し
た
場
合

は
、
各
医
療
機
関
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。

2
、
母
子
健
康
手
帳
、
ま
た
は
健
康
手

帳
。

〈そ
の
他
〉

注
射
後
、
副
作
用
な
ど
で
治
療
を
受

け
た
場
合
の
費
用
は
個
人
負
担
で
す
。

は
し
か
の
予
防
注
射
は
、
注
射
後
、

副
作
用
が
起
こ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
こ
の
副
作
用
は
、
注
射
後
七

日
か
ら
十
二
日
を
中
心
に
、

三
十
七
度

か
ら
三
十
八
度
五
分
以
上
の
熱
を
出
し

た
り
、
軽
い
発
し
ん
が
起
こ

っ
た
り
、

せ
き
、

鼻
水
が
出
た
り
し
ま
す。

こ
の
よ
う
な
症
状
は
、

一
般
に
特
別

の
治
療
を
受
け
な
く
て
も
回
復
し
ま
す

が
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
り
、
呼
吸

が
早
く
な
っ
た
り
し
た
時
は
、
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
ふ
骨
腿
附
ム
ロ
ル
巳

〉

医 療 機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

室主 沢 医 院( 不オ本く ) 124-2280 塩 国 病 院(中 里子) 38-2221 

荒 井 医 院 (下紺屋町) 22-0474 嶋村内科小児科医院 (常磐 町) 22-3202 

安 藤 病 院(北大手) 22-2580 城 南 医 院(御 所) 22-3481 

飯 島 医 院(築 地) 22-5011 豊 回 医 院(下紺屋町) 22-1158 

i也 田 医 院(川辺町) 22-5041 新 美 医 院(大 屋) 35-0012 

池 田 医 院(i甫 里子) 31-2007 日新堂病院(馬場町) 22-0558 

内 久根医院(i甫 里子) 31-2019 橋 本 医 院(舞 回) 38-2033 

遠藤内科医院(馬場 町) 22-0051 堀 内 医 院(大 屋) 35-0104 

岡田外科医院(愛宕町) 24-2662 堀 内 医 院(鎌 原) 22-6235 

金井内科小児科医院 (国 分) 22-9716 松尾内科小児科医院 (下常国) 22-1355 

神科 診療所(長 島) 27-3331 宮坂内科小児科医院 (下常田) 22-0759 

工 藤 内 科 医 院 (新 田) 22-0083 宮坂内科医院(大手 町) 22-0997 

ムRkE 坂 内 科 ( 上塩尻) 22-1936 宮下内科小児科医院 (上 堀) 22-1233 

甲囲内科小児科診療所 (石 神) 38-3065 ニ原内科医院(中之条) 27-6500 

小松内科循環器科医院 (上川原柳) 27-2200 ニ好田T産婦人科医院 (御 所) 23-2381 

小井土内科医院(下川原柳) 27-6666 キす 上 医 院(末広田J) 22-3740 

斉藤外科医院(下青木) 35-0887 何日 沢 病 院(北 大手) 22-0109 

斉 藤 医 院( 馬場町) 22-1048 イ衣 田 医 院(鍛冶町) 22-0455 

{主 藤 医 院(新 田T) 38-2543 

(50音順)委託医療機関一覧表
保
健
予
防
課
保
健
係

(
宮
⑫
四

一
O

O
内
線
二
八
九
有
線
②

O
七
二
二

一

あ

な

た

は

一

一
H

貧
血
ぐ
ら
い
H

と
一

一
軽
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
一

最
近
の
厚
生
省
の
調
査
で
、
成
人
女

性
の
三
人
に

一
人
が

H

貧
血
者
H

で
あ

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

甘
凶
円
ゐ
川
叫
ゆ
り
ゅ
、
仲
町
収
品
札
ホ
ヤ
ー
ふ
a
p

H
い

、

弘

町

ま

』

。

H
い

U
mw

月
一
日
現
在
、
戦
傷
病
者
の
夫
が

第
五
款
症
以
上
で
あ
る
妻
に
、
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一
第

一
回

一
総
合
作
品
展
開
催

す
る
、
手
足
が
冷
え
る
、
食
欲
不
振
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
な
ど
の
症
状
が
起
こ
り
、

日
常
生
活
を
不
快
に
し
ま
す
。
次
の
こ

と
が
ら
に
注
意
し
て
食
事
を
し
、
貧
血

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

ー
、
鉄
分
の
多
い
食
品
を
と
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

貝
類
、
い
わ
し
、
ほ
う
れ
ん
草
、
春

菊
、
ひ
じ
き
な
ど
に
は
鉄
分
が
多
く

弘
司
+
正
仇
札
ァ
、

hH
+
Z
4
1
0
外
骨
川
、
、
臥
明
弘
旬
時
止



十
一
月
十
二
日
聞
か
ら
同
三
十
日
幽

第
ま
で
に
、
子
供
さ
ん
の
健
康
状
態
の
良

戸
い
日
を
選
ん
で
、
下
表
の
委
託
医
療
機

』

食
品
に
合
ま
れ
て
い
る
鉄
八
万
は
、
吸

号

以
さ
れ
や
す
い
の
で
、

多
く
と
る
よ

白

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

汁

2
、
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
食
品
を
と

4

り
ま
し
ょ
う
。

一

3
、
ビ
タ
ミ
ン
C
を
た
っ
ぷ
り
と
り
ま

一
し
ょ
・
つ
。

一

新
鮮
な
野
菜
、
果
物
な
ど
に
含
ま
れ

、、、，，J
日
前
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン

C
は
、
鉄
分
の
吸

間
一酬
収
作
用
を
助
け
ま
す
。

年
郵

幻
一
樋

4
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、
加
工
食
品

釘

n
q
d

川明

に
片
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

だ

一軍
人
恩
給
法
な
ど

一

一

一

部
改
正
一

一

〈手
続
き
は
早
目
に
〉

一

報

軍
人
恩
給
受
給
者
お
よ
び
戦
傷
病
者

広

の
必
に
対
す
る
法
作
の

一
部
が
改
正
さ

一

れ
ま
し
た
。
該
自
す
る
皆
さ
ん
は
口
十
目

一

に
次
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

〈恩
給
法
の
改
正
〉

一

l
、
旧
海
軍
の
特
務
士
宮
お
よ
び
准
土

日
官
の
仮
定
俸
給
の
改
善

引
旧
海
軍
の
准
士
宮
以
上
大
尉
以
下

日
で
、
下
士
官
と
し
で
の
階
級
を
有
し

伴
て
い
た
人
の
う
ち
、
兵
か
ら
階
級
が

柿

あ

が

っ
た
人
は
、
似
時
中
、
他
の
下

昭
土
官
よ
り
俸
給
が
高
か

っ
た
の
で
、

一

昭
和
二
十
年
十

一
月
三
十
日
以
前
の

一

実
在
職
年
が
、
最
短
思
給
年
限
の
十

U

J一年
以
上
あ
る
人
に
つ
い
て
、
仮
定

一

俸
給
を
准
士
宮
お
よ
び
少
尉
は
三
号

えつ

4
、
卵
や
食
物
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
を

起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
る
子
供
さ
ん
。

俸
、
中
尉
お
よ
び
大
尉
は
二
号
俸
引

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

2
、
旧
軍
人
な
と
の
加
算
年
の
年
額
計

算
に
お
け
る
年
齢
要
件
緩
和

旧
軍
人
な
ど
の
加
算
年
を
、
普
通

恩
給
の
年
額
計
算
の
基
礎
在
職
年
に

算
入
す
る
場
合
、
年
齢
要
件
が
緩
和

さ
れ
、
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

の
人
に
も
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

3
、
手
続
き
に
必
要
な
も
の

軍
歴
事
項
ゃ
い
つ
ご
ろ
か
ら
思
給

を
も
ら

っ
て
い
る
か
な
ど
調
べ
て
、

恩
給
証
書
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

〈戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
支
給
法
の
改
正
〉

ー
、
支
給
範
囲
の
拡
大

昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
以
後
に

戦
傷
病
者
な
ど
と
婚
姻
し
た
妻
、
ま

た
は
昭
和
四
十
八
年
同
月
二
日
以
後
、

じ
後
重
症
に
よ
り
戦
傷
病
者
な
ど
の

必
に
な

っ
た
人
で
、
昭
和
五
十
四
年

四
月

一
日
現
在
、
戦
傷
病
者
の
夫
が

第
五
款
症
以
上
で
あ
る
委
に
、
持
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

2
、
継
続
支
給

①
昭
和
四
十
四
年
改
正
で

〈は
号
〉

-八
万
円
の
戦
傷
安
特
給
を
受
給
し

た
人
は
本
年
五
月
で
お
わ
り
ま
し

た
の
で
継
続
支
給
に
な
り
ま
す
。

②
昭
和
問
十
四
年
、

〈は
号〉

の
戦

似
妻
持
給
を
受
け
る
権
利
が
あ
り

な
が
ら
請
求
し
な
か

っ
た
人
。

の
②
の
人
で
、
昭
和
丘
十
四
年
十

が
早
く
な
っ
た
り
し
た
時
は
、
医
師
に

相
談
し
て
く
だ
さ

い。

〈お
問
合
せ
〉

性
の
三
人
に
一
人
が

H

貧
血
者
H

で
あ

る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

貧
血
は
、
疲
れ
や
す
い

、
め
ま
い
が

月

一
日
現
在
、
戦
傷
病
者
の
夫
が

第
五
款
症
以
上
で
あ
る
妻
に
、
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

3
、
手
続
き
に
必
要
な
も
の

恩
給
証
書
、
印
鑑
、
戸
籍
謄
本
、

世
帯
全
員
の
住
民
票
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

〈手
続
き
・
お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
社
会
諜
社
会
係
(
宮
⑫

四

一
O
O内
線
三
七
八
有
線
②

O
八

O
こ

一

第

二

回

一

一

老
人
文
化
祭
開
催
一

一

〈老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉

一

老
人
の
生
き
が
い
を
高
め
、
老
人
と

心
の
ふ
れ
あ
う
明
る
い
ま
ち
守
つ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
第
二
回
老
人
文
化
祭
を

開
き
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
さ
そ
い
合
っ

て
大
勢
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と

き

U

十

一
月
十
白
川
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
。
十

一
月
十

一
日
間
午

前
九
時
か
ら
午
後
三
時
。

と
こ
ろ

1
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

展

示

H
H
書
画
、
写
真
、
手
芸
品
、
工

芸
品
、
銭
栽
な
ど
。

催
し
も
の
H

野
だ
で
、
邦
楽
二
曲
演
奏

(十

一
日
午
後

一
時

・
雨
天
中
止
)、

野
菜

・
果
物
即
売

(十

一
刊
午
後
・

一

時
)、
健
康
度
テ

ス
ト
な
ど
。

そ
の
他
U

上
田
駅
、
セ

ン
タ
ー
聞
に
無

料
送
迎
パ
ス
を
運
転
し
ま
す
。
駐
車

場
は
清
掃
事
務
所
を
ご
利
用
く
だ
さ

一第
一
回

一

一
総
合
作
品
展
開
催
一

一

〈働
く
婦
人
の
家
〉

一

働
く
財
人
の
家
で
は
、
制
人
教
室
で

受
講
生
が
習
得
し
た
作
品
の
展
示
会
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
大
勢
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

と

き

H
十

一
月
二
十
四
日

ωか
ら
二

十
六
日
間
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
。

と
こ
ろ
リ
働
く
婦
人
の
家
大
会
議
室

展
示
品
リ
書
道
、
松
本
て
ま
り
、
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
和
裁
、
生
花
な
ど
。

一

第

三

回

一

一

県

民

米

ま

つ

り

一

と

き

H
十

一
月
十
白
川
か
ら
十

一
日

四
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
。

と
こ
ろ
H

ほ
で
い
や
丘
階

内

容

U
H
米
の
栄
長
と
健
康
コ
ー
ナ
ー
、

米
の
お
や

つ
と
工
夫

コ
ー
ナ
ー
、
お

米
と
日
本
人
コ
ー
ナ
ー
、
米
の
加
工

品
の
展
示
、
試
食
会
な
ど
。

一
健
康
相
談
を
行
い
ま
す

一

市
で
は
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

の
開
館
に
と
も
な
い
、
保
健
叫
が
健
康

相
談
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き

H
毎
水
曜
日
午
前
九
時
二
一十

分
か
ら
十

一
時
三
十
分
。

貝
類
、
い
わ
し
、
ほ
う
れ
ん
草
、
春

菊
、
ひ
じ
き
な
ど
に
は
鉄
分
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
桧
円
に
、

一

税

を

知

る

週

間

一

一

〈
什
月
刊
日

j

v
日
》

一

毎
日
の
生
活
と
深
い

つ
な
が
り
を
も

っ
て
い
る
税
金
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に

そ
の
行
方
や
仕
組
み
を
正
し
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
国
税
庁
で
は
「
税

を
知
る
週
間
」
を
十

一
月
十

一
日
聞
か

ら
十
七
日
川
ま
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
税
務
署
に
お
い
て
脱

を
テ
l
マ
に
各
種
の
行
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会

に
税
の
知
識
を
峨
収
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
H
上
回
税
務
署
(
宮
⑫

一
二

三
四
)

一
年
賀
は
が
き

一

一

〈け
月

5
日
か
ら
発
売
〉

一

郵
便
局
で
は
、
附
和

μ
卜
丘
年
用
お

年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
を
、
十

一
月
厄

日
か
ら
発
売
し
ま
す
。
お
早
同
に
お
買

い
求
め
く
だ
さ
い
。

訂
正
お
わ
び

「
広
報
う
え
だ
」
卜
月
十
六
日
発
行

の
第
八

0

7巧
「
定
期
監
査
の
結
果
公

表
」
欄
の
、
別
記
じ
、
契
約
滞
納
上
は

契
約
締
結
上
の
誤
り
で
し
た。

む
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。
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基本的

ま里解のために

同和問題を考える I 

(
九
月
三
十

日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

滝
沢
き
ん
さ
ん

徳
武
源
次
き
ん

中
央
五
丁
目

(
上
房
山
)

中
村
近
子

き

ん

赤

坂

曽
根
小
よ

し

さ

ん

野

竹

井

上

袈

裟

男

さ

ん

秋

和

d
w
J
H
H
t
-
n
'戸、

l
h

中
之
条

月16日

号

で
す
か
ら
、
同
じ
地
区
内
で
の
縁
組

み
は
珍
し
く
、
い
わ
ゆ
る
近
親
結
婚
は
、

ま
れ
に
し
か
な
い
よ
う
で
す
。

と
く
に
、
長
野
県
の
場
合
、
小
規
模
部

落
ば
か
り
で
村
内
に
い
と
こ
な
ど
近
親

結
婚
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
適
当
な
相

手
が
い
な
か
っ
た
せ
い
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
と
縁
組
み
に
関
し
て
は
、
同
和
地
区
間

志
の
情
報
交
換
が
ゆ
き
と
ど
い
て
、
仲
人

役
を
す
る
世
話
や
き
が
い
て
、
親
戚
関

係
を
頼
り
に
し
な
く
て
も
結
婚
相
手
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

長
野
県
の
場
合
、
む
し
ろ
山
村
の
一

般
集
落
の
方
が
は
る
か
に
狭
い
範
囲
で

結
婚
を
く
り
返
し
て
き
で
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

七

中
央
束
(
上
川
原
柳
町
)

臼
田
元
紀
さ
ん

中
央
北
二
丁
目
(
新
田
)

舞

沢

き

よ

さ

ん

中

村

小
野

鑑

さ

ん

梅

ケ

丘

佐

藤

と

き

さ

ん

下

郷

武

田

鶴

雄

さ

ん

学

海

北

関
田
香

里

さ

ん

上

塩

尻

保
科
き
よ
さ
ん

中
央
六
丁
目
(
愛
宕
町
)

関
根
正
巳
さ
ん

町
吉
田

高
橋
き
せ
き
ん

常
国
二
丁
目

(
上
常
田
)

宮
坂
素
次
さ
ん

中
央
三
丁
目

(馬
場
町
)

高

野

吉

久

さ

ん

五

加

古

骨

必

ル

ル

伺

&

小

宮

、

ー

ル

ル
A

B

E

六八 六 五
ー五 O 六

同
和
地
区
と
近
親
結
婚
を
結
び
つ
け
て

考
え
る
人
が
一
般
的
に
多
い
の
は
な
ぜ

で
す
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
歴
史
研
究
家

は
次
の
よ
う
な
一
見
方
を
し
て
い
ま
す
。

同
和
地
区
の
人
た
ち
は
圧
迫
さ
れ
続

け
て
き
た
た
め
、
運
命
共
同
体
的
な
仲

間
意
識
が
強
く
、
こ
れ
が
血
縁
的
な
同

族
と
混
同
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
明
治
以

後
、
同
和
地
区
の
人
は
人
種
が
違
う
と
い

う
よ
う
な
、
誤
っ
た
学
説
が
も
っ
と
も

ら
し
く
広
が
っ
た
こ
と
な
ど
も
、
そ
れ

に
拍
車
を
か
け
た
の
で
は
な
い
か
と
い

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
同
和
地
区
の
場

合
、
互
い
に
血
縁
関
係
が
な
く
て
も
同

七
四

後
藤
す
い
さ
ん

宮
島
久
夫
さ
ん

川

瀬

寿

さ

ん

宮
島
芳
吉
さ
ん

中
央
北
二
丁
目
(
新
田
)

長

谷

川

し

づ

よ

き

ん

五

加

小

林

収

さ

ん

中
央
西
一
丁
目
(
下
紺
屋
町
)
八
三

島
川
貞
次
郎
さ
ん

中
央
西
一
丁
目
(
下
紺
屋
町
)
八
五

中
山
ま
す
み
き
ん

中
央
二
丁
目
(
松
尾
町
)

七

四

小
山
フ
ジ
さ
ん

中
央
五
丁
目

(
上
川
原
柳
町
)
八
二

宮
下
安

定

さ

ん

院

内

六
三

松
本
タ
7

さ

ん

上

塩

尻

七

四

M
M
W
書
棚

M

l

3

r
仏

M
t
t
九

五
二

六
一

。
九
二

六
九五

院

内

院

内

大
久
保

五
五

七
二

八

じ
苗
字
が
多
い
た
め
に
、
誤
解
を
招
く

面
も
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

同
和
地
区
の
人
は
「
血
が
濃
い
」
か
ら

先
天
的
に
知
能
が
劣
る
な
ど
と
い
う
い

い
方
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

専
門
的
に
な
り
ま
す
の
で
、

学
者
の

意
見
を
引
用
し
ま
す
と
、
東
京
の
あ
る

大
学
助
教
授
は
次
の
よ
う
に
い

っ
て
い

ま
す
。

近
親
結
婚
に
よ
っ
て
、
肉
体
や
精
神
に

異
常
の
現
れ
た
子
ど
も
が
生
れ
る
確
立

は
た
し
か
に
普
通
よ
り
高
い
と
い

っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
法
律
で
制
限
し

て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
近
親
結
婚

に
よ

っ
て
生
れ
た
子
ど
も
の
能
力
が
、
全

ハハ七
七 O 五

緑
が
丘
二
丁
目
(
縁
が
丘
北
)
七
六

小

山

富

子

さ

ん

下

室
賀

四

二

成

沢

み

さ

を

さ

ん

院

内

八

二

宮

島

ふ

く

よ

さ

ん

福

田

八

一

大

富

栄

治

さ

ん

浦

野

八

三

滝
沢
繁
造
さ
ん

材
木
町
一
丁
目
(
材
木
町
)

合
石
か
祢
子
さ

ん

中
央
一
丁
目
(
本
町
)

山

本

か

つ

み

さ

ん

神

畑

竹
内
す
み
え
さ
ん

踏
入
二
丁
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